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右
僚
L
R

無
a
組
一
越
-
様
陀
竪
可
ν
被
a
申
付
-
者
也
。

寛

永

十

五

年

四

月

六

日

横

山

山

披

守

本

多

安

易

守

近
藤
新
左
衛
門
殿

別
所
勘
右
衛
門
殿

坂
閏
源
兵
衛
殿

内
田
太
左
衛
門
殿

。
減
普
請
事
時

太
田
和
泉
守
牛
一
の
原
本
信
長
記
に
云
ふ
。
天
正
八
年
庚
辰
八
月
二

日
新
門
跡
大
板
選
出
之
次
第
一
苫
々
。
大
坂
締
取
申
さ
る
L

御
検
使
矢

部
善
七
郎
。
抑
4

大
坂
は
凡
日
本
一
之
境
地
云
々
、
五
畿
七
道
集
之

資
質
利
潤
宮
貴
之
湊
也
。
隣
園
之
門
家
馳
集
、
加
賀
よ
り
城
作
を
召

寄
、
方
八
町
に
相
綿
、
民
中
に
高
き
地
形
有
。
震
に
一
波
水
上
之
御

堂
を
と
う
/
¥
と
建
立
し
云
々
。
按
宇
る
に
・
加
賀
国
中
よ
り
按
作

り
を
召
寄
す
と
あ
る
も
の
は
‘
加
賀
園
の
領
主
富
樫
介
の
阻
忠
額
‘

崇
徳
天
皇
天
治
二
年
三
月
八
日
加
賀
の
守
誕
と
成
り
下
向
し
、
富
樫

介
政
親
ま
で
集
昌
せ
し
か
ど
、
後
土
御
門
天
皇
長
享
二
年
六
月
九
日

本
願
寺
門
徒
一
授
の
た
め
高
尾
披
に
白
書
し
、
迭
に
宮
樫
一
族
悉
〈

披
の
頃
の
事
た
る
べ
し
。
日
尾
・
見
定
は
石
川
郡
犀
川
谷
の
奥
山
た

る
村
落
に
て
、
倉
谷
四
今
村
の
内
た
り
。
土
屋
義
休
の
大
路
水
経
に
、

奥
に
二
俣
村
・
倉
谷
村
、
口
陀
見
定
村
・
日
尾
村
あ
り
。
毎
年
六
月
朔

目
、
右
四
ケ
村
よ
り
氷
室
の
氷
を
金
津
府
城
へ
献
宇
る
例
た
り
と
。

青
地
純
幹
の
可
観
小
説
に
‘
倉
谷
村
よ
り
氷
を
献
守
る
事
は
.
実
正

十
二
年
商
徳
公
佐
々
成
政
と
合
践
の
筒
、
倉
谷
村
の
百
姓
陣
屋
の
大

鋸
・
柚
人
役
等
を
勤
る
に
付
、
印
書
を
以
諸
役
を
発
許
せ
ら
る
。
依
て

其
御
砲
と
し

τ、
六
月
朔
自
に
金
海
城
内
へ
始
て
氷
を
献
守
る
鹿
、

褒
美
と
し
て
背
銅
二
貫
文
賜
は
り
た
り
と
。
共
の
印
書
.
今
高
坂
村

の
民
家
に
有
v
之
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
藩
極
大
納
言
利
家
卿
、
天
正
十

一
年
に
佐
久
間
盛
政
の
奮
領
を
賜
は
り
尾
山
入
携
の
後
も
、
倉
谷
四

ク
村
の
邑
民
を
陣
屋
の
普
締
役
夫
と
た
し
、
出
寧
の
節
召
連
れ
ら
れ

し
事
知
ら
れ
け
り
。
是
園
初
の
役
夫
記
録
に
見
ゆ
る
濫
鰯
と
い
ふ
ぺ

し
。
改
作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
元
総
十
六
年
正
月
倉
谷
村
肝
煎
の
官

上
容
に
、
倉
谷
四
ケ
村
よ
り
氷
献
上
之
儀
は
.
天
正
十
二
年
五
月
十

自
民
諸
役
御
菟
之
御
印
頂
裁
仕
に
付
、
震
-
福
一
路
-
周
年
六
月
朔
自
に

氷
指
上
。
夫
よ
り
侮
年
上
げ
来
候
由
承
僻
候
と
あ
り
。
叉
彼
の
村
民

停
来
せ
る
承
臨
三
年
九
月
四
ク
村
肝
煎
連
名
の
雪
上
書
に
、
大
納
言

金
滞
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回
大

滅
亡
し
て
、
加
賀
四
郡
本
願
寺
の
所
領
の
如
く
抑
領
す
る
由
.
富
樫

記
・
官
地
論
等
に
見
h
.
夫
れ
よ
り
天
正
九
年
間
三
月
織
岡
信
長
公

の
命
を
奉
じ
、
柴
田
勝
家
・
佐
久
間
盛
政
等
加
賀
へ
討
ち
入
り
、
本
願

寺
門
徒
一
授
の
魁
首
共
悉
く
討
ち
取
り
、
一
圏
平
定
し
‘
佐
久
間
盛

政
を
尾
山
城
主
と
た
し
た
る
よ
し
、
北
陸
七
園
志
等
に
詳
細
載
せ
た

り
。
さ
れ
ば
天
正
八
年
以
往
は
、
加
賀
四
郡
は
本
願
寺
の
支
配
に
て
、

大
坂
の
要
容
を
見
立
て
、
加
賀
闘
中
よ
り
城
作
り
を
召
寄
せ
‘
方
八

町
民
相
構
へ
、
民
中
に
御
堂
を
立
っ
と
あ
る
も
の
‘
是
領
園
の
役
夫

を
呼
び
ょ
せ
‘
城
郭
を
築
か
せ
た
る
も
の
也
。
加
賀
園
城
作
り
普
荷

役
夫
の
事
記
録
に
見
ゆ
る
起
原
た
ら
ん
か
。
叉
閥
屋
政
春
の
古
兵
談

に
云
ふ
。
金
津
城
蓮
池
の
掘
は
、
昔
は
澗
掘
に
て
、
高
石
垣
の
所
も

た
く
、
切
立
の
土
手
た
り
。
佐
久
間
玄
帯
居
住
の
時
、
犀
川
の
奥
田

尾
・
見
定
と
云
ふ
所
‘
玄
帯
思
ひ
の
ま
h

に
廻
り
か
ぬ
る
。
或
時
玄
春

一
宮
ふ
。
城
内
儀
り
手
掛
備
に
候
問
、
堀
普
請
を
山
中
の
者
共
に
頼
み
度

し
と
去
ふ
。
心
得
申
す
と
て
、
究
覚
の
者
共
三
百
人
許
来
て
堀
普
請

を
す
る
成
に
、
本
丸
よ
り
取
包
み
‘
四
方
よ
り
さ
し
ゐ
る
し
て
残
ら

や
討
殺
す
。
骨
ど
は
の
者
皆
討
た
れ
し
か
ぽ
‘
共
れ
よ
り
山
内
能
く

治
る
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
右
は
天
正
九
年
佐
久
間
盛
政
尾
山
入

，P
J

w

h

・
品
川
-

様
御
代
よ
り
度
々
御
陣
被
ν
需
品
召
遁
一
関
東
陣
・
唐
陣
・
大
坂
商
度
之
御

陣
・
大
坂
御
披
普
請
に
も
被
v
第
a
召
出
一
共
の
上
何
方
に
而
も
御
分
園

御
用
儀
と
候
へ
ば
、
三
拾
人
に
而
も
五
拾
人
に
而
も
御
用
・
次
第
被
v

鵠
-
-
召
出
一
と
載
せ
た
り
。
抑
t

諸
審
披
普
請
は
、
飢
世
の
頃
は
勿
論
、

天
正
年
中
盤
太
閤
天
下
を
一
一
統
せ
ら
れ
し
後
迄
も
、
築
城
の
患
は
げ

し
く
、
剛
院
長
五
年
関
ヶ
原
の
一
職
に
天
下
徳
川
家
に
随
従
し
て
、
大

坂
落
城
後
天
下
泰
干
に
麗
し
、
寛
永
十
六
年
に
諸
藩
封
内
に
て
居
城

の
外
た
る
城
砦
は
、
悉
く
陵
す
べ
き
皆
幕
府
の
告
識
に
よ
り
、
一
国

一
城
の
定
規
と
成
る
。
是
よ
り
諸
国
減
普
舗
と
い
ふ
事
‘
務
主
の
居

按
而
己
に

τ、
小
藩
は
皆
舘
住
居
と
は
成
り
た
り
。
故
に
普
請
役
人

を
以
て
城
普
諦
を
命
宇
る
も
、
大
落
而
巳
友
り
と
い
へ
り
。
平
衣
按

占
y

る
に
、
吾
が
皇
固
に
城
郭
を
築
き
防
禦
の
要
容
と
た
し
た
る
は
.

い
と
上
代
よ
り
の
事
た
り
し
か
ど
‘
後
々
の
城
郭
と
は
異
友
り
け

ん
。
古
事
記
K
.
垂
仁
天
皇
の
御
時
沙
本
昆
古
王
様
叛
し
け
る
慮
、

天
皇
詔
v
之
，
吾
殆
見
v
歎
乎
，
乃
興
v
軍岬
ma沙
本
昆
古
五
-
之
時
.
共
王

作
-
-
稲
城
-
以
待
ν
戟
云
々
。
と
見
b
.
日
本
紀
に
は
命
=
上
毛
野
君
遠
祖

八
網
国
為
v
撃
=
狭
穂
芳
一
時
狭
穂
彦
興
v
師
握
v
之
d

忽
積
v
稲
作
v
城
d

共

竪
不
v
可
v
俄
.
此
調
=
稲
城
-
也
.
除
v
月
不
v
降
云
々
。
と
あ
り
。
和
訓
架

四
七




